
研究機関名：小樽市立病院 

承認番号：xxxxxx 

課題名： 閉経移行期・閉経後早期の女性におけるホルモン補充療法と各種代

謝機能の維持 

研究期間： 2026年 1月 1日〜2026年 7月 1日 

研究の対象： 2017年 4月 1日から 2025年 12月 31日までに、女性医療センター

(婦人科)を受診した更年期以降の女性および卵巣機能不全で受診

した女性 

利用する試料： なし 

利用する診療情報： 年齢、血圧、骨密度、生化学検査、CBC、FMD、API 

研究の意義・目的： 女性における長期要介護の原因疾患の多くを認知症、骨折･転倒、

関節疾患、脳血管疾患（脳卒中）、心血管疾患などの慢性疾患が占

める。卵巣から分泌されるエストロゲンであるエストラジオールには、生殖

器や乳腺への作用に加えて、骨代謝、脂質代謝、糖代謝、血管、脳・神経など

全身の代謝機能や組織を保護する作用がある。このような卵巣機能の変化が

女性の健康に大きく関わるため、更年期は、女性の慢性疾患の入口とみなす

ことができる。閉経移行期・閉経後早期の女性において、エストラジオール減

少によってもたらされる慢性疾患のリスクを未病の段階で発見し、生活習慣

指導とホルモン補充療法（HRT）を通じて、慢性疾患の発症予防、早期発見・

治療を行うことが重要である。閉経から 10年以内、または 60歳になる

前に HRT を開始することが全死因死亡率および骨折の発生率を低

下させることがこれまでの研究で示されている。当センターの更年

期・骨粗鬆症予防外来でのホルモン補充療法の臨床的効果と安全性

を検証することを目的とする。 

研究の方法： ホルモン補充療法を行った閉経移行期・閉経後早期女性の診療情報か

らホルモン補充療法後の骨密度をはじめとする各種代謝機能マーカー

の変化を確認する。ホルモン補充療法は経皮エストラジオール製剤と

プロゲステロンの立体異性体であるジドロゲステロンの併用療法とす

る。 

その他： 研究による不利益及び危険性 なし 

問い合わせ先： 本研究に関するご質問がありましたら下記連絡先までお問い合わせく

ださい。診療情報が本研究に用いられることについてご了承できない

場合には研究対象としませんのでお申し出ください。 

診療情報を研究へ利用することを拒否する場合の連絡先：研究責任者 

所在地 小樽市若松 1−1−1 電話：0134-25-1211 



研究責任者：小樽市立病院 女性医療センター特任理事 櫻木範明 


